
























本実験では，QDとして CdSe/ZnSの発光波長が 480 nm(QD480)，540 nm(QD540)，600 
nm(QD600)， 660 nm(QD660)のものを用いた。測定用試料は，ポリメチルメタクリレート
(PMMA)を溶かしたトルエン溶液(0.5wt%)に QDを分散させ，ガラス基板上にスピンコートし作












図 1 g(2)(0)と生成励起子数の相関 
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図 2 励起波長 470 nm で励起した場合の単一
QD-AuTip 間距離に依存した単一 QD の蛍光強度の
時間変化(a-e)， 光子相関ヒストグラム(f-j)， 蛍光
減衰曲線(k-o) 
